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いることは、①主要な生産輸出国で 不作、②バイオエタノール原料向け の競合、③主要輸出国の禁輸措置、④投機マネーの流入、などである。主要穀物 国際的に取引
され、また投機の対象にもなった現代世界では、一部の国、とりわけ主要な輸出国の出来事が、たちまち世界中に影響を及ぼす。かつての食糧危機は干ばつや紛争などが起きた地域に限ら てい が、いまやそれもグローバル化したという である。●一様ではない主食のとりかた
　しかしコメ、小麦、トウモロコシは確か







になったのは確かであろうが、その現れ方はその国の食文化や食糧供給のあり方に随分と左右される。そこで本特集では ①何を主食に食べているのか、 ②どのように （どのような調理方法や形態で）食べているのか、③その材料をどうやって調達しているのか、とい 観点から各執筆者がフィールドとしている国 様子 描いてもらった。③は、食糧危機の影響 原因を推し量るうえでも大切であろう。●各大陸の 「主食」
　私たち日本人の「主食」イメージには、
コメの特性が強く反映している。コメは味が淡泊だからおかずが必要で、逆にど ようなおかずにも合う。だからお ずが何で





麦の存在感はさらに強くな 。イラクあたりまではコメがまだまだ重要な地位を占めているが、シリアに来ると主食は んと言ってもパンである。そのパン 円盤状で大きく、西欧のそれより るか 存在感がある。中東は東西文明の交差点にふさわしい主食の分布を示している うだ。
　アフリカに入ると主食の様相はまた違っ
てくる。この 陸の自然環境 、砂漠、サバンナ、熱帯雨林、温暖湿潤気候さらに地中海性気候と多様であり 人々 食生活もそれにあわせて多様である。主な主食としては、ヤムイモ、キャッサバなどを中心とした根菜類、雑穀やトウモロコシなどの穀類、そして料理用バナナなどがある。これらの主食作物は、雑穀類を除くとアフリカ原産のものは少ない。アフリカ アジア、ラテンアメリカとの長い交流の歴史を感じさせる。
　海を渡ってラテンアメリカに入ろう。も
ともと人々は、この地域原産の農産物を主
に食べていた。メキシコ・中米はトウモロコシとマメ、アンデス地域はジャガイモやキヌア（アカザ科の雑穀） 、アマゾン地域はキャッサバ（マンジオカ）などである。一五世紀末にヨーロッパ人が到着してからは、小麦とコメが加わった。ヨーロッパからの植民者、アフリカからの黒 奴隷、アジアからの移民がそれぞれ持ち込んだ食文化の中で、現在はこれらの農産物が幅広く食されている。●のど元過ぎた食糧危機 　
　昨年後半以降は、穀物価格も低下傾向に
転じ、あれほ 大騒ぎした食糧危機の話もほとんど出なくなった。しかし危機がグローバルに伝播する構造は何一つ変わっていないから、今時の出来事を教訓として何らかの準備が必要だろう。本特集で紹介された国の中には、政府が主食価格の安定のため相当な補助金を出しているところがあった。また国内生産 消費がほぼ釣り合っているため、今時の危機の影響が軽微なところもあっ 。危機の最中 は国際的な食糧備蓄などが提案されていたが、一つの方法だけで危機に備える ではなく こうした途上国政府の食糧政策や食糧事情を検討したうえで、多様な対応策を考えておくべきではなかろうか。
（しげとみ 　しんいち、こだま 　ゆか、しみず 　たつや／アジア経済研究所地域研究センター）
食あるところに笑顔あ
り。タイ東北部の村にて
（2005年11月14日、清
水達也撮影）
